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研究成果の概要（和文）： 本研究では、グローバル化時代における課題解決に向けたイノベーションアプローチにつ
いて、次の研究成果を得た。まず、ジャストインタイム概念のもと、直面する課題の解決方策としてのシステムモデリ
ングの提案、およびその検証を行った。また、製品を回収し再生産を行うシステムを取り上げ、経営工学手法に基づく
システム要因解析等を行った。さらに、アジアの工場となった中国や欧州における自動車産業に関する現状把握、およ
びそのマネジメントシステムに調査、分析を行った。

研究成果の概要（英文）： This study dealt with the manufacturing innovation for problem solving in the 
global era. The following results were shown. A new approach to solving the problems was proposed under 
the Just-In-Time concept and the implementation of the methodology was given through the numerical 
examples. We also suggested the remanufacturing system models considering uncertainty and analyzed the 
system factors which gave the impacts on the performance of the systems using the operations management 
methods. Furthermore, we investigated the automobile industry in China and EU to compare the difference 
among the management systems in those countries.

研究分野： 社会システム工学
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１．研究開始当初の背景 
2020 年に温室効果ガスを 1990 年比で

25％削減するとの目標が掲げられ、産業界を
はじめあらゆる分野でその実現を目指した
取り組みが求められていた。 
また、2009 年 12 月に閣議決定された新成

長戦略(基本方針)においては、アジア経済戦
略として重要視されているアジア地域にお
ける競争優位が求められていた。 
このような背景のもと、環境に配慮したモ

ノづくりシステムの構築にむけて、変化の激
しい不確実なビジネス環境下において、グロ
ーバル化する企業経営に対し、継続的な
PDCA サイクルをまわした改善マネジメン
トシステムによる、持続可能なビジネスモデ
ルが求められていた。 

 
２．研究の目的 
経営工学を基礎とする生産・物流・環境マ

ネジメントに関して、以下の３項目について
明らかにする。 
（１）ジャストインタイム（JIT)イノベーシ
ョンの構築とその活用条件の検討 
① 課題解決型ＪＩＴイノベーションの必
要条件と課題別適用特性の整理 
② JIT イノベーション活用インフラの整備
とグリーン分野の実践事例に基づく検証 
（２）日本的生産管理システム手法のグリー
ン分野への活用 
① インダストリアルエンジニアリング、品
質管理手法等により、環境・エネルギー分野
において課題となるリサイクル・回収システ
ムの構築 
② グリーンシステム等に関連したシステ
ムの評価およびその運用 
（３）地域性を考慮し、継続的改善を組み込
んだマネジメントシステムの構築 
① 日本国内の地域性・企業文化に基づくシ
ステム運用特性の整理 
② アジア地域を中心とした海外における
企業、グローバル企業の重要要因抽出とシス
テム構築 
 
３．研究の方法 
（１）従来の組み立て産業を中心としたモ

ノづくり分野に対して、これまでの効率面・
経済面に関する観点からの広範な研究成果
を整理し、実際に国内外における工場・現場
の現地調査を実施して直面する課題の「見え
る化」を行い、特徴の分類を示す。 
(２)上記特徴に基づき、環境分野に関わる
ものづくりに関する課題や、環境面を考慮し
たビジネス活動の効率化課題に対し、ジャス
トインタイムにグリーン・イノベーションを
実施するために必要となる諸条件の抽出、お
よび一般化モデルの提案を行う。 
（３）1 つの課題解決の後、引き続き継続的
な課題解決・改善を行うためのマネジメント
システムの提案を行い、さらに企業文化・地
域的特徴を考慮しながら実際の経営活動に

おける検証を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究では、グローバル化時代における環
境を配慮したものづくりイノベーション創
出のもと、以下の研究成果を得た。 
（１）必要な時に必要なものを必要なだけ算
出するという JIT 概念のもと、直面する課題
に対するシステムモデリングの提案、および
その検証を行った。 
（２）これまで、製品需要が終了した際には
廃棄されていた製品を回収・修復・再生産を
行うリバース生産ないしはリバースサプラ
イチェーンの提案を行った。さらに品質管理
分野においては良く知られている、実験計画
法に基づくシステムの要因解析等を行った。 
（３）中国における自動車産業に関する生産
システムの現状把握および、そのマネジメン
トシステムに関しての調査を行った。また、
欧州を拠点とし、グローバルなビジネス展開
を行う製造業におけるサプライチェーンの
モデル化およびシステム特性に影響を与え
る要因に関しての解析を行った。 
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